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展
望
と
は
あ
る
視
点
に
立
ち
広
く

見
渡
す
と
と
で
あ
ろ
う 。
し
か
し

語
設
で

は
明
確
な
視
点
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る。
私
の
分
担
は
語
奨・
意

味
で
あ
る
が 、
「
国
語
学」
に
載
っ
た
案
内
で
私
の
も
と
に
寄
せ
ら
れ
た
論
考

の
中
に
も
文
法
と
か
文
字
な
ど
で
取
上
げ
ら
れ
そ
う
な
も
の
も
あ
っ
た 。
現
在

も
っ
と
も
必
要
な 、
語
梁
論
(
窓
味
論)
と
は
な
に
か
の
議
論
は 、
ま
だ
十
分

な
さ
れ
て
は
い
な
い 。
私
の
分
担
の
語
梁
・

意
味
(
国
語
史)
と
は
諮
女
史
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が 、
乙
の
語
葉
・

語
繋
史
は
最
近
特
に
話
題
と
な
っ

て
き

て
い
る。
た
と
え
ば 、
昭
和
松山
年
度
春
季
国
語
学
会
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
語
設
の

研
究
が
主
題
と
な
り 、
私
に
は
語
奨
の
変
遷
と
い
う
題
が
与
え
ら
れ
た 。
そ
の

際
の 、
大
野
晋 、
阪
倉
篤
義 、
柴
田
武 、
森
岡
健
二
等
の
意
見
に
は
考
え
る
べ

き
多
く
の
問
題
が
示
さ
れ
て
い
た 。
私
自
身
は
こ
れ
ら
の
示
唆
に
よ
り
独
自
の

視
点
を
持
っ

て
展
望
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が 、
そ
の
後
勤
務
校
の
厚
生
補

導
委
員
と
し
て
学
生
と
の
応
対
に
追
わ
れ 、
十
分
の
Am
裕
を
持
て
な
か
っ
た 。

あ
え
て一
言
す
る
な
ら
ば 、
議
論
の
共
通
の
基
盤
と
な
る
と
と
に
つ
い
て 、
用

語
の
定
義
の
問
題
を
も
含
め
て 、
相
互
理
解
が
必
要
だ
と
い
う
乙
と
を
述
べ
て
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富

棋

田

お
き
た
い 。
語
集
(
意
味)
の
場
合
は
議
論
の
対
立
の
前
に 、
相
手
の
意
見
を

正
し
く

把
握
で
き
た
か
ど
う
か
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る。

い
ず
れ
に
し
て
も 、
語
奨
の
研
究
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
取
上
げ
ら
れ
た
と
と
自

体 、
語
梁
の
研
究
へ
の
反
省
の
時
が
き
た
と
と
が
認
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う 。

ζ
の
と
と
は
「
国
語
学」
(
町 、
昭
日叩
・

ロ)
が
語
奨
研
究
の
特
集
と
な
り 、

昭
和
幻
年
度
春
季
国
語
学
会
の
分
科
討
論
会
に
「
語
奨
史
作
成
の
実
践」
が
入

っ
て
い
る
乙
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い 。
ち
な
み
に
い
え
ば
「
文
学
・

語

学」
(
町 、
昭
日目
・
9)
は
「
新
し
い
研
究
課
題
H

国
語
学」
と
い
う
特
集
で

あ
る
が 、
ほ
と
ん
ど
の
論
文
が
語
梁
の
問
題
で
あ
る。
国
語
学
で
語
染・
語
染

史
の
問
題
が一
つ
の
焦
点
と
な
っ

て
い
る
乙
と
は
確
か
で
あ
ろ
う 。

語
会
史
と
い
え
ば 、
阪
倉
篤
義
編
「
語
奨
史」
(
大
修
館 、
講
座
国
語
史
3、

昭
必
・
9)
と
い
う
そ
の
ま
ま
の
題
の
本
が
出
た
乙
と
に
注
目
し
た
い 。
阪
倉

篤
義
「
詩
的地
史
の
方
法」
は 、
語
梁
と
語
袋
史 、
国
語
史
と
し
て
の
語
奨
史 、

語
誌
か
ら
語
奨
史へ
の
三
部
に
わ
け 、
乙
れ
ま
で
の
語
奨
史
研
究
を
止
揚
し
た

形
で
の
語
紫
史
の
方
法
を
述
べ
て
い
る。
井
手
至
「
古
代
の
語
染
I」
は 、
上

代
語
と
語
奨
資
料
の
性
格 、
上
代
語
の
語
構
成
な
ど
多
面
的
に
把
え
て
い
る。

浅
見
徹
「
古
代
の
諮
奨
E」
は
作
品
の
語
実
量 、
作
品
の
共
通
語
設
な
ど
計
量
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的
把
握
が
中
心
と
な
っ

て
い
る。
佐
藤
喜
代
治
「
近
代
の
語
梁
I」
は 、
「
平

家
物
語」
・

仮
名
文
・「

中
撃
若
木
詩
抄」
・「

サ
ン
ト

ス
の
御
作
業」
と
ジ
ャ
ン

ル
の
異
な
っ
た
作
品
を
選
ぴ 、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
集
の
性
格
を
和
語
・

漢
語
な
ど

で
鍵
と
な
る
乙
と
ば
を
取
上
げ
る
ζ
と
に
よ
っ

て
考
察
し
て
い
る。
島
田
勇
雄

「
近
代
の
語
奨
E」
は 、
江
戸
時
代
語
を
本
草
・

仏
教
関
係
の
学
術
用
語 、
際

詞
・

女
房
詞
・

片
言
な
ど
の
特
殊
言
語
社
会
の
詩
業
な
ど
に
わ
け 、
そ
れ
ぞ
れ

の
語
紫
資
料
を
詳
細
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る。
な
お 、
石
綿
敏
雄
「
現
代
の

語
集」
は
計
量
的
な
研
究
を
中
心
と
し
て
お
り 、
吉
田
金
彦
「
辞
書
の
歴
史」

は
語
紫
研
究
の
資
料
と
し
て
重
要
な
辞
書
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
論
考
の
語
実
研
究
の
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
異
な
っ

て
い
る。

島
田
勇
雄
は
位
相
語
と
そ
の
資
料
に
中
心
を
お
い
て
お
り 、
浅
見
徹
は
計
量
的

な
語
梁
研
究
を
主
と
し
て
い
る。
佐
藤
喜
代
治
は
文
体
を
異
に
す
る
資
料
ど
と

に
そ
の
資
料
で
問
題
と
な
る
語
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
資
料
の
語
設
の
性

格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る。
ζ
の
よ
う
に
「
語
奨
史」
と
い
う一
冊

の
本
の
中
の
研
究
で
あ
り
な
が
ら 、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
研
究
方
法
を
と
っ

て

い
る
ζ
と
は 、
現
在
の
語
業
史
研
究
の
状
況
を
示
し
て
い
る。
第一
に
資
料
の

研
究
に
ま
だ
問
題
が
あ
る。
第
二
に
資
料
に
よ
る
語
染
の
性
格
の
違
い
が
問
題

と
な
る。
和
語・
漢
詩
な
ど
出
自
を
考
え
る、
女
房
詞・
武
家
詞
な
ど
位
相
を

考
え
る
な
ど
の
立
場
が
あ
る。
第
三
に
語
紫
の
全
体
の
把
握
に
問
題
が
あ
る。

個
々
の
語
を
無
視
し
て
全
体
を
計
量
的
に
扱
う
と
い
う
立
場
が
あ
り 、
鍵
乙
と

ば
と
な
る
よ
う
な
も
の
を
考
え
る
乙
と
に
よ
り
全
体
を
推
量
す
る
と
い
う
立
場

が
あ
る。
ま
た 、
使
用
量
な
ど
に
よ
っ

て
基
本
語
奨
を
考
え
る
立
場
も
あ
る。

「
文
学
・

語
学」
(
町 、
昭
6
・
9)
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
国
語
学
の
特
集

で
あ
る。
築
島
裕
「
訓
点
語
設
と
和
文
語
裳」
は 、
A
上
代
語 、
B
平
安
初
期

漢
文
訓
読
語 、
C
平
安
後
半
期
漢
文
訓
読
語 、
D
平
安
時
代
和
文
語
の
四
種
に

分
け 、
時
代
的
に
ど
う
い
う
関
連
を
持
ち
な
が
ら
流
れ
て
き
た
か
を
考
え
て
い

る。
佐
藤
茂
「
近
世
語
集
の
構
造」
は 、
上
方
語
と
江
戸
語 、
文
語
と
口
語 、

字
音
語
と
和
語
な
ど
の
対
比
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る。
佐
藤
喜
代
治
「
諮
抑止

研
究
の
展
望
と
今
後
の
方
向」
は
古
代
と
現
代
の
両
方
に
わ
た
る
も
の
だ
が 、

語
業
を
総
体
と
し
て
体
系
的
に
研
究
す
る
こ
と
の
困
難
さ
の
た
め
に
語
業
研
究

が
遅
れ
た
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る。
な
お 、
寿
岳
章
子
「
語
設
と
文
体」
は

古
代
が
対
象
で
は
な
い
が 、
基
礎
語
設
を
骨
組
み
語
・

テ
1

7
語
・

叙
述
語
な

ど
の
面
か
ら
考
え
て
お
り 、
古
代
に
も
適
用
さ
れ
る。

「
国
語
学」
(
町 、
昭
必
-

U)
は
語
奨
研
究
の
特
集
で
あ
る。
築
島
裕
「
平

安
時
代
の
古
訓
点
の
語
奨
の
性
格
||大日

経の
古訓
法
を
例
として
||」

は
古
訓
の

あ
る
「
大
日
経」
を
古
訓
の
性
格
に
よ
り
分
類
考
察
し
た
も
の
で
あ
る。
大
野

盟国
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
語
紫
に
関
す
る
二
三
の
問
題」
は
同
氏
の

「
奈
良
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
実
表」
(
学
習
院
大
学
文
学
部
研

究
年
報
目 、
昭
必
・
2)
を
獲
理
し
直
し
て
論
じ
て
い
る。
な
お
こ
の
研
究
の

資
料
と
し
て 、
十
六
作
品
の
索
引
を
使っ
て
語
梁
の
共
通
度
を
比
較
し
た
山
本

ト
シ
「
平
安
朝
和
文
作
品
の
語
紫
研
究(
上)
・(

下
ご
(学
習
院大
学
国
語
国
文
学

会
誌
日l
u 、
昭
必
・
3、
昭
必
・
3)
が
使
わ
れ
て
い
る。
福
島
邦
道
「
方

言
語
集
研
究
に
対
す
る
語
史
の一
寄
与」
は 、
セ
ン
ズ
リ
の
語
史
を
研
究
し 、

方
言
語
業
研
究
の
参
考
と
し
て
い
る。
中
村
幸
彦
「
近
世
語
設
の
資
料
に
つ
い

て」
は 、
雅
語・
雅
文
の
俗
語
解・
俗
語
訳
な
ど
近
世垣間
設
の
新
し
い
資
料
を

紹
介
し
て
い
る。

こ
れ
ま
で
に
あ
げ
た
特
集
に
よ
っ

て
も 、
語
会・
語
裳
史
の
研
究
で
は 、
パ門

資
料
研
究
の
必
要
性 、
口
方
法
論
に
つ
い
て
の
論
議
の
必
要
性 、
白
個
々
の
語

史
研
究
が
他
の
語
と
の
関
連
で
考
え
ら
れ
る
べ
き
と
と 、
帥混同
支
の
総
体
を
い

か
に
す
れ
ば
体
系
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
な
ど
の
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
い
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る。こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て 、
佐
藤
喜
代
治
「
国
語
語
設
の
歴
史
的
研
究」

(
明
治
書
院 、
昭
組問
・

日)
の
刊
行
の
意
味
は
大
き
い 。
「
語
設
の
歴
史
的
研

究」
と
し
た
と
と
に
は
著
者
の
慎
重
な
配
慮
と
と
も
に 、
先
に
述
べ
た
現
在
の

語
集
史
研
究
の
段
階
が
感
じ
ら
れ
る
が 、
も
っ
と
も
詩
史
史
研
究
ら
し
い
著
書

が
出
た
と
い
う
乙
と
は
否
め
な
い
と
思
う 。
い
ず
れ
書
評
も
出
る
で
あ
ろ
う
か

ら
乙
ζ
で
詳
細
は
述
べ
な
い
が 、
ー
に
語
梨
史
の
問
題 、
語
説
研
究
の
展
望
と

今
後
の
方
向
(
前
記
「
文
学
・

語
学」
の
も
の) 、
E
に
固
有
国
語
の
語
紫
の

特
色
な
ど
和
語
を
中
心
と
し
た
研
究 、
E
K
近
世
に
お
け
る
漢
語
の
語
形
変
化

な
ど
漢
語
の
研
究 、
w
k
橋
本
左
内
な
ど
の
漢
語
を
調
べ 、
近
代
日
本
語
成
立

の
過
程
を
述
べ
た
も
の
で 、
全
体
で
と
れ
ま
で
の
著
者
の
研
究
が
集
成
さ
れ 、

古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
語
説
変
遜
を
見
る
こ
と
が
で
き
る。
巻
末
の
索
引
も
今

後
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る。

11 

古
代
語
裂
の
起
源
に
関
わ
る
も
の
と
し
て 、
福
岡
由民
輔
「
古
代
日
本
語
と
方

言
と
の
成
立
に
関
す
る
若
干
の
卑
見」
(
国
語
と
国
文
学
抑制
・

口 、
問
必
・

日)

が
あ
る。
日
本
語
は
系
統
的
に
は
ア
ル
タ
イ
語
系
だ
が
親
族
語
染
・

人
体
語
突

は
南
島
諸
語
か
ら
借
用
し
た
も
の
だ
と
す
る。
東
国
方
言
の
成
立
に
ア
イ
ヌ
語

と
の
関
連
を
考
え
る
ζ
と
に
は
な
お
問
題
が
あ
ろ
う 。
山
口
佳
紀
「
言
語
と
認

識
と
の
交
渉
に
関
す
る一
試
論」
(
国
語
と
国
文
学
幻
・

印 、
昭
何日
・

ω)
は
古

代
日
本
語
の
形
成
を
情
態
語 、
運
動
語 、
実
体
語
に
分
け
て
考
え
て
い
る。
同

氏
に
は
「
続
・

平
安
時
代
語
の
源
流
に
つ
い
て」
(
人
文
科
学
科
紀
要
日 、
昭
必

・
2)
も
あ
る。
林
勉
「『
古
事
記』
の
語
梁」
(
文
法
3
・
1 、
昭
必
・

日)

は
注
釈
的
研
究
の
深
化
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る。

宮
島
達
夫
「
誇
い
の
類
似
度」
(
国
語
学
位 、
昭
川町
・
9)
は 、
と
と
な
り

語
数
・

の
べ
語
数・
使
用
率
な
ど
を
計
量
的
に
比
較
す
る
乙
と
に
よ
り
作
品
の

語
染
の
類
似
度
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る。
と
れ
は
同
氏
の
「
古
典
対

照
語
い
表」
(
笠
間
書
院 、
昭
必
・
9) 、
「
古
典
の
品
詞
統
計」
(
計
量
国
語
学

問 、
昭
日目
・
6)
な
ど
の
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る。
乙
れ
ら
は
今
後
の
計

量
的
諮
発
研
究
の
方
法
の
出
発
点
と
な
ろ
う 。
神
尾
陽
子
「
初
期
仮
名
文
章
語

の
語
染
論
的一
考
察」
(
王
朝
2 、
昭
必
・
4)
も
漢
文
訓
読
語
・

作
品
共
通

語・
文
体
共
通
語
な
ど
の
視
点
か
ら
計
量
的
に
考
え
た
も
の
で
あ
る。

以
上
の
よ
う
な
計
量
的
研
究
は
い
ろ
い
ろ
な
限
定
の
仕
方
に
よ
っ

て
進
め
ら

れ
て
い
る。
東
辻
保
和
「
古
典
語
感
情
形
容
詞
研
究
の一
視
点」
(
文
学
・

語

学
町 、
昭
6
・
6) 、
伊
牟
田
経
久
「
枕
草
子
の
名
詞
語
数
の
構
造」
(
言
語
と

文
芸
叩 、
昭
子
5) 、
江
口
正
弘
「
落
窪
物
語
の
動
詞
に
つ
い
て
-|

霊論
的

考
察
||」

(
熊
本大
学
国
語
国
文
学
研
究
5、
昭
必
・

ロ) 、
「『
落
窪
物
語』
の
語

宋
と
文
体
に
つ
い
て
の一
考
察」
(
国
文
学
放
出 、
昭
必
-

U)
な
ど
は 、
口問

詞
に
よ
る
な
ど
の
限
定
を
し
て
そ
の
作
品
の
語
設
の
性
格
を
計
量
的
に
考
え
て

い
る。
計
量
的
な
考
え
方
は
語
禁
論
の
立
場
の一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
て

い
る
が 、
乙
の
場
合
に
は
質
的
な
面
は
捨
象
さ
れ
る
と
と
に
も
な
る。
個
々
の

語
の
問
題
を
量
的
な
判
断
に
ど
の
よ
う
に
取
入
れ
て
ゆ
く
か
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
く
る。
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個
々
の
語
に
つ
い
て
は
語
源
を
考
え
る
乙
と
も
必
要
で
あ
る。
大
野
晋
「
語

源
研
究
の
方
法」
(
図
語
と
国
文
学
U
・

ロ 、
昭
6
・

U)
は 、
語
源
研
究
で

は
意
味 、
語
形 、
ア
ク
セ
ン
ト

に
注
意
を
要
す
る
と
し 、
具
体
的
な
用
例
を
検

討
し
て
い
る。
村
山
七
郎
は
「
し
な
て
る・
て
る
し
の
考」
(
国
語
学
位 、
問

KW
・
9) 、
「
古
代
語
ア
ニ
『
宣』
に
つ
い
て」
(
国
語
国
文
ω
・

ロ 、
昭
必
­

U) 、
「
原
始
日
本
語
の
数
詞
イ
タ
『一
』
に
つ
い
て」
(
国
語
学
問 、
昭
日叩
・
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9)
な
ど一
連
の
研
究
で
特
に
古
代
日
本
語
と
南
島
諸
語
と
の
比
較
を
試
み
て

い
る。
吉
田
金
彦
「
上
代
詩
発
達
の
原
始
形
態
||『

む』『お
も
と
同
源
説
|l」

(
文
法
3
・
1 、
昭
必
・

日)
は 、
「
お
も
ふ」
の
上
略
で
「
も
ふ」
が
で
き

た
の
で
は
な
く
「
も
ふ」
が
元
の
形
だ
と
し 、
助
動
詞
の
「
む」
と
関
連
さ
せ

て
語
源
を
考
え
よ
う
と
す
る。
と
の
よ
う
な
語
源
に
戻っ
て
考
え
よ
う
と
す
る

の
は
古
代
語
研
究
で
は
特
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る。
最
近
の
助
動
詞
の
研
究
で

は
乙
の
よ
う
な
考
え
方
が
実
績
を
あ
げ
て
い
る
が 、
一
般
の
語
裳
研
究
で
は
か

え
っ

て
語
源
の
問
題
は
避
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る。
今
後
は
も
っ
と
乙
の
よ
う

な
研
究
が
盛
ん
に
な
る
よ
う
期
待
さ
れ
る。

語
源
の
問
題
は
語
構
成
と
も
関
連
し
て
く
る。
粕
谷
興
紀
「『
久
比

と
須 、

支
比

ミ
須』
清
濁
考
|1
前岡
本日
本
容
紀
研
究
序
説
l|」

(
皇
学
館
論
叢
3
・
2 、

昭
6
・
4)
は 、
「
久
比

ミ
須」
を
ク
ヒ
+
ヒ
ス
の
詩
構
成
が
連
濁
で
ク
ヒ
ビ

ス
に
な
っ
た
と
す
る。
ヒ
ス
の
語
源
が
未
考
で
あ
る
点
に
問
題
が
残
る。
山
口

仲
美
「
平
安
時
代
の
象
徴
詞
|1

性
格とそ
の
変
遷
過
程
|l」

(
共
立
女
子
大
学
短
期

大
学
部
文
科
紀
要
U 、
昭
必
・
3)
は 、
擬
音
語
・

擬
態
語
の
派
生
関
係
を
検

討
し
た
も
の
で
あ
る。
北
条
忠
雄
「
い
わ
ゆ
る
接
尾
辞
「
く」
の
本
質
(
前

編)」
(
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
幻 、
昭
必
・
3)
は
ア
ク
説
否
定
の
論

で 、
後
編
が
期
待
さ
れ
る。
東
辻
保
和
「
動
詞
構
成
接
尾
辞
プ
・
ム
の
研
究

||
今
昔
物
詩
集
を
中心
と
し
て
ll」

(
高知
大
学
学
術
研
究
報
告
ω 、
昭
6
・
4 、

必

・
3
A口
冊)
は
タ
ノ
シ
ム
・
タ
ノ
シ
プ
な
ど
の
対
立
例
を
問
題
と
す
る。
ζ
れ

に
は
松
本
宙
「
マ
行
音
パ
行
音
交
替
現
象
の
傾
向」
(
国
語
学
研
究
5、
昭
ω
・

8)
が
参
考
と
な
ろ
う 。
乙
の
ほ
か 、
森
山
陵
「
万
葉
集
東
歌
に
見
え
る
『
可

牟』
の
語
形
に
つ
い
て
||

東
歌
防
人
歌の
音
組
的
環
境
||」

(
文
学
論
輯
η 、
昭
必-

3) 、
「
上
代
に
お
け
る
動
詞
の
連
濁
に
つ
い
て
付」
(
文
学
論
輯
路 、
昭
必
-

3) 、
志
津
田
藤
四
郎
「『
火』
を
『
ホ』
と
訓
む
関
係
に
つ
い
て
||『

保
誓T』

考
||」

(
佐
賀
竜
谷
学
会
紀
要
げ 、
昭
必
・
1)

小
川
五
郎
「
説
話
集
に
あ
ら

わ
れ
る
『
|

め
く』
『
|

め
か
す』
に
つ
い
て」
(
関
東
短
期
大
学
紀
要
時 、
昭

お
・

ロ) 、
菊
田
紀
郎
「
用
言
の
連
濁
の一
要
因」
(
解
釈
げ
・
5、
昭
必
・
5)

小
池
清
治
「
語
構
成
に
関
す
る
史
的一
考
察
H

用
言
と
体
言
と
の
複
合
の
型
に

つ
い
て
H」

(
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
玉
藻
7、
昭
組問
・
1)
な
ど
が
あ
る。

し
か
し 、
と
れ
ら
の
多
く
は
語
構
成
の
実
態
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る。
今
後
は

も
っ
と
語
源
と
語
構
成
と
を
関
連
さ
せ
て
考
え
て
ゆ
く
ζ
と
が
必
要
と
な
ろ

.つ。語
源
研
究
は
語
の
原
義
を
考
え
る
と
と
に
速
な
る。
亀
井
美
恵
子
「
も
の

1l
記
紀
万葉
を
中心
に
し
て
||」

(
国
文
目
白
9、
昭
日目
・
1)
は
「
も
の」
と
い

う
語
の
原
義
を
考
え 、
神
堀
忍
「
字
智
の
大
野
||

上
代路
奨『
大
野』
の
原
義
||」

(
関
西
大
国
文
学
必 、
昭
必
・
7)
は
万
葉
の
歌
な
ど
か
ら
「
大
野」
を
考
え

て
い
る。
原
因
芳
起
「
い
も
せ
語
義
弁
証
||源

氏
物
語
等の
解
釈に
触れ
て
||」(

梓

蔭
国
文
学
7、
昭
必
・
3) 、
慶
野
正
次
「『
妹
背』
と
『
夫
婦』

ll『
大
系』
と

と
ろ
どE
ろ(六)
||」

(
解
釈
口
・
2 、
昭
MW
・
2)
な
ど
文
学
作
品
の
解
釈
か
ら

出
発
し
た
も
の
が
多
い 。
こ
の
よ
う
な
研
究
は
あ
る
作
品
の
あ
る
語
の
用
法
の

検
討
に
始
ま
り 、
語
形
や
語
義
を
歴
史
の
中
で
位
置
づ
け
る
と
と
に
よ
っ

て
語

史
の
研
究
と
な
る
の
で
あ
る。
特
に
文
学
作
品
に
あ
ら
わ
れ
る
語
梁
に
つ
い
て

の
ζ
の
よ
う
な
研
究
は
後
で一
括
し
て
取
上
げ
る
乙
と
に
す
る。

語
染
史
の
前
提
と
し
て
は 、
個
別
の
語
を
語
史
と
し
て
取
上
げ
る
に
と
ど
ま

ら
ず 、
語
誌
と
し
て
他
の
語
と
の
関
連
で
考
え
る
と
と
が
必
要
に
な
っ

て
く

る。
乙
の
よ
う
な
研
究
は
最
近
特
に
盛
ん
に
な
っ

て
き
て
い
る。
宮
地
敦
子

「
対
義
語
の
条
件
||
『
高し』
を
中心
と
し
て
|l」

(
国
語
国
文
泊
・
7、
昭
必
-

7)
は 、
大
小
の
畳
で
は
「
低
し」
「
み
じ
か
し」
と
の
対
比
で 、
上
下
の
方

向
で
は
「
深
し」
と
の
対
比
で
「
高
し」
の
意
義
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
対
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義
語
の
条
件
を
考
え
た
も
の
で
あ
る。
ま
た 、
同
氏
の
「『・つ
つ
く
し』
の
系

譜」
(
国
語
と
国
文
学
柏崎
・
8 、
昭
必
・
8)
は 、
「・つ
つ
く
し」
の
意
味
変
化

を
「
う
る
は
し」
「
き
よ
し」
な
ど
と
の
関
連
で
考
え
た
も
の
で
あ
る。
こ
れ

ら
の
よ
う
に 、
他
の
語
と
の
関
連
で
語
史
を
研
究
す
る
こ
と
が
も
っ
と
多
く
の

諮
で
進
め
ら
れ
れ
ば 、
語
致
史
の
成
立
の
目
安
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か 。語
史
研
究
で
は 、
佐
藤
亨
「『
ア
カ
ギ
レ』
『
ヒ
ピ』
の
語
史」
(
修
紅
短
期

大
学
紀
要
3 、
昭
何日
・

日) 、
「『
凍
る』
の
類
義
語
の
歴
史」
(
言
語
生
活 、
昭

必
・
5)
も
あ
る。
い
ず
れ
も
手
堅
く

文
献
を
調
べ
て
い
る。
ま
た 、
飯
島
情

子
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
『
泣
く』

表
現
に
つ
い
て」
(
竺習
院
大
学
国
語
国
文

学
会
誌
路 、
昭
必
・
3)
は
「
源
氏
物
語」
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が 、
ζ

れ
を
歴
史
的
に
追
う
と一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る。
偶
然
の一
致
で
あ
ろ
う

が 、
総
合
的
な
謡
史
研
究
を
考
え
よ
う
と
し
た
拙
稿
で 、
感
情
的
な
表
現
を
適

時
的
に
追
う
乙
と
を
考
え 、
一
例
に
泣
く

場
面
の
表
現
を
あ
げ
た
ζ
と
が
あ

る。
な
お
ほ
か
に 、
本
間
民
子
「『
な
が
め』
の
語
義
の
変
遷
に
つ
い
て」
(
日

本
文
学
ノ
l
ト
5、
昭
必
・
3) 、
安
藤
亨
子
「『
死
ぬ』
の
同
意
語
瓦
|1

源
氏

物
語を中心
にll」
(
説
文部、
昭
必
・
6)
も
あ
る。

山
田
忠
雄
「
程
度
の
副
詞
ハ
ル
パ
ル
の
方
言
性」
(
方
言
研
究
年
報
日 、
昭

必
-

U)
は 、
状
態
を
示
すハ
ル
パ
ル
の
用
例
の
検
討
を
通
し
て 、
文
献
に
よ

る
語
の
研
究
を
方
言
研
究
に
利
用
す
る
乙
と
に
慎
重
さ
を
求
め
て
い
る。
原
栄

一
「
程
度
の一
副
詞
お
ほ
き
に
小
考」
(
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
8 、
昭
必
・
2)

は 、
と
の
「
お
ほ
き
に」
が
訓
読
語
か
ら
遇
常
語
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る。
井
上
親
雄
「
平
仮
名
文
に
お
け
る
『
お
そ
り』
と
『
お
そ
れ』」
(
国

文
学
放
臼 、
昭
6
・
9) 、
「
中
古
文
に
お
け
る
『
ま
ど
ふ』
と
『
ま
よ
ふ』」

(
中
古
文
学
7、
昭
必
・
3)
と
は
対
比
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
語
義
の
違
い

を
考
え
た
も
の
で
あ
る。
な
お 、
石
峰
意
佐
雄
「『
キ
ハ
ミ』
と
『
カ
ギ
リ』」

(
緩
摩
路
M 、
昭
必
・
2) 、

光
川
妙
子
「『
け
し
き』
と
『
け
は
ひ』」
(
比
治

山
女
子
短
期
大
学
た
ま
ゆ
ら
3 、
昭
組問
・
1)
も
同
様
な
・も
の
で
あ
る。

か
め
い
た
か
し「
《『
ζ
く
ど』
と
は

い
か
な
る

と
と
ば
な
り
や
》
ーー
さ

さや
か
な
る
つ
ゆば
らい
の
と
己
ろ
を
ζ
め
て
||」

(
国
語
と
国
文
学
U
-
m 、
昭

必
-

m)
は 、
「
国
語」
の
観
念
の
歴
史
を
辿
っ

て
い
る。
同
氏
に
は
「
か
ア

ど
め

か
ど
め」
(
成
暖
国
文
4、
昭
必
・
3)
が
あ
り 、
ヵ
ゴ
ム
の
形
の
存

在
の
理
由
を
示
し
て
い
る。
福
島
邦
道
「
黒
子
か
溶
か」
(
方
言
研
究
年
報
日 、

昭
必
-

U)
は 、
ホ
ク
ロ
と
ア
ザ
の
区
別
の
不
分
明
さ
を
述
べ
て
お
り 、
同
氏

の
「
卵
を
食
べ
る
ll

外
国
人に
よ
る日
本
籍
1l」

(
実
践
文
学
ω 、
昭
何回
・
6)
は

カ
イ
ゴ
か
ら
タ
マ
ゴ
に
変
わ
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る。

と
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に 、
単
に一
つ
の
語
の
歴
史
を
考
え
る
と
い
う
立

場
で
な
く 、
他
の
語
と
の
関
連
で
考
え
て
ゆ
乙
う
と
す
る
語
史
研
究 、
誇
誌
研

究
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
行
な
わ
れ
て
お
り 、
そ
の
点
で
は
と
の
よ
う
な
立
場
か

ら
の
語
集
史
の
基
礎
が
出
来
て
き
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
す
る。

な
お 、
資
料
別
の
語
集
の
研
究
と
か 、
資
料
の
性
格
を
考
え
る
た
め
に
語
集

に
つ
い
て
触
れ
た
と
い
う
も
の
も
多
い 。
鈴
木
博
「
蒙
求
抄
の
と
と
ば」
(
仏
教

大
学
人
文
学
論
祭
5、
昭
必
・
9)
は
キ
ゴ
ヮ 、
キ
ツ
シ
ク
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
て
お
り 、
相
沢一
成
「
翻
字
覚
え
書
き
同
||
ラホ
日
辞
典の
日
本
語
|l」

(
金
沢

大
学
国
語
国
文
4 、
昭
必
・
1)
は
ウ
ン
ヤ
ク
な
ど
の
語
に
つ
い
て
触
れ
て
い

る。
西
宮一
民
「
国
語
学
よ
り
見
た
る
皇
太
神
宮
儀
式
帳」
(
皇
学
館
大
学
紀

要
9 、
昭
日明
・
1)
は
助
数
詞
の
例
を
整
理
し
て
あ
る
と
こ
ろ
が
今
後
利
用
で

き
よ
う 。
助
数
詞
に
は
山
内
洋一
郎
「
中
世
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
ーー

その一
『
突
隆公
記』
に
見え
る
数量
表
現
l1」

(
広
島
文
教
女
子
大
学
研
究
紀
要
5、

昭
必
・
1)
も
あ
る。
小
谷
博
泰
「『
皇
太
神
宮
・

止
由
気
宮
儀
式
帳』
の
特

58 



語ヨE ・ 意味 (国 語史)

色

11平
安初
期国
語資料と
してll」

(
国
語
国
文
必
・
7、
昭
必
・
7)
は
語
突

で
は
特
に
忌
詞
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る。
林
勉
「
日
本
書
紀
古
写
本
に
お

け
る
日
付 、
時
刻
の
訓
読」(
論集上代
文
学
1
笠間
書
院 、
昭
必
・

日)
の

日
付・
時
刻
の
よ
ぴ
方 、
北
岡
四
良
「
伊
勢
方
言
意
識
||

属耗
史か
らの
覚
書
leal」

(
皇
学
館
紀
要
9、
昭
日明
・1)

で
ラ
ク
サ
ク 、
サ
パ
な
ど
の
語
を
あ
げ
て
い

る
と
と
な
ど
は 、
今
後
の
研
究
に
も
役
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う 。
「
白
菊
辞
書」

に
つ
い
て
は 、
今
泉
忠
義
「
日
葡
辞
書
の
研
究

語
実」
(
桜
嵐
社 、
昭
必
・

3)
が
あ
り 、
語
奨
を
分
類
し
て
あ
げ
て
い
る。
森
田
武
「
日
葡
辞
書
の
方
言

語
集
拾遺」
(
方
言
研
究
年
報問、同
日目
・

日)
は
イ
ボ
イ 、
カ
タ
ツ
な
ど
の

語
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る。
と
の
ほ
か 、
遠
藤
潤一
に
は
「
日
葡
辞
書
の
国

語
か
ら
||ク

活
用
形
容翻の
記
述
的
側
面につ
い
て
||」

(
国
学
院
雑
誌
行
・
5 、
昭

必
・
5) 、
「
日
葡
辞
書
の
漢
語
語
幹
形
容
詞」
(
国
語
と
国
文
学
川崎
・
9 、
昭

組問
・
9)
な
ど一
連
の
研
究
が
あ
り 、
編
者
の
語
紫
の
あ
げ
方 、
規
範
意
識
の

問
題
な
ど
を
検
討
し
て
い
る。

位
相
語
で
は 、
園
田
百
合
子
の
「『
御
湯
殿
上
日
記』
に
み
え
る
女
房
詞
の

構
成
法
|l

敬
語
筆
頭
辞と
形
容箆
との
関係
-|'」

(
日
本
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
目 、

昭
必
・
7) 、
「
同
(
続)」
(
加 、
昭
必
・
1) 、
「『
御
湯
殿
上
日
記』
に
み
え

る
女
房
詞
の
語
構
成」(
日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
論
究 、
昭
必
・
2) 、
「
女

房
と
と
ば
と
婦
人
語」
(
国
文
目
白
日 、
昭
必・
3)
な
ど一
連
の
女
房
詞
の

研
究
が
あ
り 、
特
に
接
頭
辞
の
「
御」
の
つ
く

場
合
を
検
討
し
て
い
る。
ほ

か
に 、
白
木
進
「
日
本
語
に
お
け
る
女
性
語
の
成
立
と
そ
の
背
景
の
考
察」

(鵬
謎特誠一猷

学
国
文
学
研
究
6、
昭
必
-

U)
が
あ
る。

中
田
祝
夫
「『
武
者
言
葉』
の
諸
本
と
そ
の
考
察」
(
国
語
と
国
文
学
抽出
・

日

昭
必
-

U)
は 、
ζ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
武
者
言
葉
を
紹

介
し 、
所
載
の
語
の
実
際
の
用
例
を
も
示
し
て
い
る。
な
お 、
真
下
三
郎
「
遊

里
語
研
究
帥
||お

茶を
挽
くll」(近世

文
芸
稿
崎 、
昭
川町・
6)、
伊
藤
慎吾

「
遊
里
語
考」
(
武
庫
川
国
文
3 、
昭
必
・
1)
も
あ
る。

位
相
語
の
問
題
は
ζ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
分
野
も
多
い
の

で 、
今
後
も
っ
と
盛
ん
に
な
る
と
と
が
期
待
さ
れ
る。

最
近 、
語
奨
の
研
究
で
特
に
目
立
つ
の
は 、
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
が
非
常

に
多
く
な
っ
た
と
と
で
あ
る。
中
西
進
「
万
葉
集
に
お
け
る
漢
語」
(
文
学
・

語
学
問 、
昭
必
-

U) 、
柏
谷
嘉
弘
の
「『
枕
草
子』
の
漢
語
表
現」
(
文
法
3
・

4 、
昭
日切
・
2) 、
「
常
縁
本
徒
然
草
の
漢
語」
(
山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論

叢
ω
・
1 、
昭
必
・
3) 、

佐
藤
武
義
「『
平
家
物
語』
に
お
け
る
漢
語
の
研
究」

(
宮
城
教
育
大
学
紀
要
5 、
昭
川町・
日) 、
佐
藤
茂
「
天
草
版
平
家
物
語
に
お

け
る
字
音
語ーーそ
の1」
(
国
語
国
文
学
時 、
昭
必
・2)

な
ど 、
各
時
代
の各

作
品
に
お
い
て
漢
語
使
用
の
実
態
に
つ
い
て
の
調
査
が
進
ん
で
い
る。

佐
藤
喜
代
治
「
中
世
の
漢
語
に
つ
い
て
の一
考
察」
(
国
語
学
邸 、
昭
必
・

3)
は 、
「
誕
生」
「
活
計」
な
ど
の
語
を
調
べ
て 、
中
世
の
漢
語
の
特
色
を
考

え
た
も
の
で
あ
る。
な
お
同
氏
に
は
「頼
山陽
の
書
簡
に
見
え
る
漢
語
に
つ
い

て」
(
国
語
と
国
文
学
U
-

m 、
昭
Kw
-

m) 、
「『
万
法
精
理』
の
訳
語
に
つ
い

て(
続)」(
国
語
学
研
究
印 、
昭
江町
・

臼)
も
あ
る。
い
ず
れ
も
前
記
の
著
書

に
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る。
佐
藤
亨
「
近
世
初
期
の
漢
語
に
つ
い
て
八
1
v

ll『
仮
名
草
子』
に
お
ける
漢籍の
語
義を
中心
として
||」

(
文
芸
研
究
町 、
昭
必
・

3)
は 、
現
代
と
の
比
較 、
漢
籍
と
の
対
比
に
よ
っ

て
「
仮
名
草
子」
の
漢
語

を
検
討
し
て
い
る。
鈴
木
丹
士
郎
「
現
代
漢
語
の
源
流
と
そ
の
若
干
の
問
題」

(
国
語
国
文
学
国
語
教
育
論
叢 、
昭
必
・
6)
は
「遂勤」
「
記
憶」
な
ど
の
近

世
の
用
例
を
検
討
し 、
漢
籍
の
用
法
と
比
較
す
る
と
と
に
よ
り 、・
現
代
の
漢
語

が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
を
考
え
て
い
る。
同
氏
に
は
「『
懐
旧
機
筆
記』

の
漢
語
語
実」
(
文
芸
研
究
町 、
昭
日叩
・3)
も
あ
る。
と
れ
ら
の
論
考
で
は
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近
代
に
速
な
る
漢
詩
の
問
題
に
視
点
が
お
か
れ
て
い
る
乙
と
が
注
目
さ
れ
る。

な
お 、
白
木
進
「
国
語
の
『
ゆ
れ』
の一
考
察

外
来
語
は
国
語
の
ど
の
部
分

に
ど
の
よ
う
に
進
入
し
て
い
る
か
(
そ
の

了
談
話)」
(駿懸該
学

国
文

学
研
究
5、
昭
川崎
-

U)
も
あ
る。

ζ
の
ほ
か 、
漢
語
サ
変
動
詞
に
関
す
る
も
の
と
し
て 、
三
上
悠
紀
夫
「『
中

華
若
木
詩
抄』
の
二
字
漢
語
サ
変
動
詞
語
紫
に
つ
い
て」
(
国
語
国
文
学
白 、

昭
必
・
2) 、
田
島
統
堂
「
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
||

漢
跨サ
変
動調の
構
造
||」

(
東
海
学園
国
語
国
文
1 、
昭
必
・
7) 、
「
正
法
眼
蔵
の
語
法
l1

漢
語サ
変
動
詞に

つ
い
て
t|」

(名古
屋大
学
国
語
国
文
学
部 、
昭
必
・
7)
が
あ
る。

ま
た 、
漢
詩一
語
の
語
史
を
調
べ
た
も
の
も
多
い 。
新
美
忠
之
「
国
語
『
憲

法』
の
通
用
由
来
ーーそ

の
法
的
意
味
的
内

苓|」
(
皇
学
館
論
叢
3
・
4 、
昭
6
・

8)
は
法
律
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
「
憲
法」
を
適
時
的
に
調
べ
て
い

る。
片
山
崎
賢
「
仏
教
語
設
の
日
常
語
化
へ
の
変
遷
過
程
|

罪の
場
合
||」

(
駒
沢
国
文
8 、
昭
必
-

m) 、
「
謡
史
の
史
的
研
究
||

餓
鬼の
場

合)1」
(
北
海

道
駒
沢
大
学
研
究
紀
要
6、
昭
必
・

日) 、
岡
松
和
夫
「『
風
流』
の
語
義
に
つ

い
て
の
覚
書」
(
古
典
と
現
代
位 、
昭
必
・
5)
な
ど
も
と
ζ
に
あ
げ
ら
れ
る。

佐
藤
武
義
「
和
製
漢
語
の
成
立
過
程
と
展
開
||『

をζ』
か
ら
『
尾鰭』
へ
||」

(
文
芸
研
究
缶 、
昭
江町
-

m)
は 、
と
れ
ま
で
研
究
さ
れ
る
と
と
の
少
な
か
っ

た
和
製
漢
語
の
成
立
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る。
な
お 、
松
井
利
彦

「
近
世
漢
学
に
お
け
る
漢
字
音
の
位
相」
(
国
語
国
文
ω
・
5、
昭
必
・
5)

は
字
音
研
究
で
は
あ
る
が 、
当
然
漢
詩
を
も
問
題
と
し
て
い
る。

乙
れ
ま
で
に
上
げ
な
か
っ
た
も
の
で 、
西
補
英
之
「
近
世
に
於
け
る
外
国
地

名
称
呼
に
つ
い
て」
(
皇
学
館
大
学
紀
要
8 、
昭
日目
・
3) 、
「
幕
末
明
治
初
期

の
新
間
に
あ
ら
わ
れ
た
外
園
地
名
称
呼
に
つ
い
て」
(
皇
学
館
大
学
紀
要
9、

昭
必
・
1)

は 、
き
わ
め
て
精
級
な
調
査
研
究
と
し
て
注
目
さ
れ
る。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に 、
特
に
漢
語
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ

て
き
た
と
と
は

注
目
さ
れ
る。
各
時
代
の
重
要
な
作
品
の
漢
詩
語
会
が
研
究
さ
れ
る
と
と
も

に 、
漢
詩
を
誇
史
的
に
辿
ろ
う
と
す
る
試
み
も
行
な
わ
れ
て
い
る。
し
か
し 、

漢
語
を
語
梁
と
し
て
考
え
る
時
の
方
法
論
や
漢
語
語
設
の
体
系
と
は
な
に
か
の

議
論
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ζ
と
は
さ
び
し
い
感
じ
が
す
る。
一
方 、
語
梨 、
も
し

く
は
語
紫
史
的
研
究
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
が 、
個
別
的
な
語
史
研
究

は
か
な
り
盛
ん
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う 。
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と
乙
で
は 、
他
の
分
野
と
も
関
連
す
る
が 、
広
義
の
語
柴・
窓
味
に
入
る
も

の
で 、
特
に
私
の
自
に
と
ま
っ
た
も
の 、
私
の
も
と
に
よ
せ
ら
れ
た
論
考
な
ど

を
見
て
ゆ
乙
う 。

ま
ず 、
敬
語
に
関
連
す
る
も
の
が
多
い 。
西
端
幸
雄
「『
た
ぷ』
考」
(
滋
賀

大
国
文
8 、
昭
必
・

ロ)
は
「
た
ぷ」
の
性
格
と
歴
史
を
考
え
た
も
の
で
あ

る。
ζ
れ
に
は
佐
藤
宣
男
「
尊
敬
語
『
た
う
ぷ』
の
性
格」
(
文
芸
研
究
日目 、

昭
叩
-

m)
が
参
考
と
な
ろ
う 。
佐
藤
宣
男
「
尊
敬
語
『
い
ま
す
か
り』
の
性

格」
(
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
日 、
昭
必
・
6)
は 、
「
い
ま
す
か
り」
が
「
あ

り」
「
居
り」
の
意
味
で
し
か
使
わ
れ
な
い 、
口
詩
的
で
あ
る、
男
性
詩
的
で

あ
る
な
ど
の
ζ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る。
宮
地
幸一
「『
ま
ゐ・り
す
る』
か

ら
『
ま=り
す
る
↓
ま
す
る』
へ
の
漸
移
相」
(
関
東
学院短
期大
学
短
大
論
議
位 、

昭
必
・
3) 、
「
ま
ゐ
る
・

ま
ゐ
ら
す
考
11平

家
物
語を
中心
と
して
||」

(
国
学
院

雑
誌
η
・
1 、
昭
必
・
1) 、

宮
地
幸一
・

宮
腰
賢
「
補
助
動
詞
『
き
乙
ゆ』

か
ら
『
ま
ゐ
ら
す』
へ
の
漸
移
相
||

女流日
記
作品
を
中心
に
|1」

(
東
京
女
子
大

学
紀
要
辺 、
昭
必
・
2) 、
宮
腰
賢「
讃
岐
典
侍
日
記
に
お
け
る
補
助
動
詞
『
ま

ゐ
ら
す』
に
つ
い
て」
(
国
学
院
雑
誌
花
・

ロ 、
昭
必
・
2)
な
ど
は一
述
の



研
究
で 、
「
ま
ゐ
る」
「
ま
ゐ
ら
す」
の
歴
史
を
中
心
に
考
え
て
い
る 。
坂
下
文

子
「
平
安
朝
の
『
は
べ
り』
と
『
さ
ぶ
ら
ふ』
と」
(
王
朝
2 、
昭
代目
・
4)
は 、

平
安
朝
の
十
七
作
品
で
「
は
ベ
り」
と
「
さ
ぶ
ら
ふ」
の
用
法
を
調
査
し
た

も
で
あ
る 。
な
お 、
東
辻
保
和
「『
侍
り』
の
語
形
鶏
肋」
(
解
釈
日
・
5 、
昭

日目
・
5)
は
ハ
ベ
リ
とハ
ン
ベ
リ

の
語
形
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
が 、
音
韻
と

表
記
の
関
連
に
は
問
題
が
残
る 。
森
田
武
「
敬
語
『
も
な
る』
に
つ
い
て」
(
国

語
国
文
ω
・
7 、
昭
必
・
7)
は 、
文
献
に
あ
ま
り
例
の
な
い
「
も
な
る」
と

い
う
語
の
成
立
の
事
情
を
考
え
て
い
る 。
接
頭
辞
「
御」
を
取
上
げ
た
も
の
に

は 、
近
藤
政
美
「
平
家
物
語
諸
本
に
お
け
る
形
容
詞
の
敬
譲
表
現
に
つ
い
て」

(
愛知
県立
大
学
説
林
mm 、
昭
6
・
MM) 、
毛
利
正
守
「
動
詞
に
付
く

『
御』
に
つ

い
て」(皇
学
館
大
学
紀
要
8 、
昭
必・
3)
が
あ
る 。
小
松
正
「『問
え
さ
せ

給
ふ』
考」
(
解
釈
目 、
昭
必
・
2)
は 、
会
話
文
は
す
べ
て
「
悶
え
+
さ
せ

給
ふ」
で 、
地
の
文
に
は
い
く
ら
か
「
問
え
さ
せ
+
給
ふ」
が
あ
る
と
す
る 。

蜂
谷
清
人
「『
天
正
狂
言
本』
に
お
け
る
語
法
の一
考
察
||東

国語的特
徴に
関

す
る
問
題
を
中心
に
||」

(
共
立
女
子
大
学
紀
要
η 、
昭
必
・
5)
は品目
便
の
問
題

を
主
に
扱
っ

て
い
る
が 、
「
う
ぶ
っ

て」
「
借
り
る」
な
ど
の
語
に
つ
い
て
も
触

れ
て
い
る。
な
お 、
迫
野
度
徳
「
東
国
文
献
と
言
語
指
標
ll『

天正
狂
言
本』
に
お

ける
『借りる』
をめ
ぐ勺
て|l」
(北九州
大
学
文学
部紀
要
7 、
昭
必-
U)
も

あ
る 。
北
原
美
紗
子
「
助
詞
モ
の
意
味
と
用
法
11源

氏物語『
夕顔』『若紫』
に
お

け
る||」
(清泉
女子
大
学
紀
要問、
昭
必
・
ロ)
はモガ条件匂
で
使
わ
れ

る
場
合
な
ど
を
考
え
た
も
の
で
あ
り 、
今
西
浩
子
「『
|

ナ
ユ
メ』
表
現
に
つ
い

て
の一
考
察」
(昭
和
学院短
期大
学
紀
要
7 、
昭
日目
-

m)
は
「
|

ナ
ユ
メ」
を

「
ナ
!」

な
ど
の
表
現
と
の
関
連
で
考
え
て
い
る 。
小
谷
博
泰
「
続
日
本
紀
宣

命
の
訓
読
に
関
し
て

||
心
中
古
止・
恵
賜
比
・

所
思
行
111」

(
解
釈
日
・

口 、
昭

ナカゴ

kw
・

江)
は
「
心
中
古」
が
「
中
古」
で
あ
る
と
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る 。
同

詩集・意味(国語史)

氏
に
は
「『
続
日
本
紀』
宣
命
の
文
章
と
語
法
|和

華
清文の
源流として
l」

(
文
法
3
・
5 、
昭
日切
・
3)
も
あ
る 。

松
本
宙
「翠林
伊
曲目
保
物
語
の
表
現
技
巧
と
中
世
に
お
け
る
類
型
的
慣
用

句
表
現」
(
文
芸
研
究
師 、
昭
必
・

ロ)
は 、
「
伊
曽
保
物
語」
が
中
世
的
慣
用

句
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
乙
と 、
「
か
の
し
し」
と
「
し
し」 、
「
か
わ
ず」
と
「
か

い
る」
な
ど
の
並
用
で
同
語
反
復
を
避
け
る
乙
と
を
述
べ
て
い
る 。
遠
藤
好
芙

「
平
安
時
代
の
記
録
体
の
文
章
の
性
格
試
論
ll『殊』(E

となる)
と
『
指』(させ

る)
をめ
ぐっ
て
||」

(
文
芸
研
究
臼 、
昭
MW
・
6)
は 、
「
乙
と
な
る」
が
和
文

的
な
語
で
あ
る
ζ
と
を
明
ら
か
に
し 、

文
章
の
性
格
と
考
え
合
わ
せ
て
い
る 。

相
坂一
成
「
も
の
の
名
ま
え
考
ll

Z』
の
用法の
源流を
求めて
|1」

(石川県
高校

国
語
研
究
7 、
昭
日目
・
3)
は 、
「
和
名
抄」
な
ど
で
も
の
の
名
を
示
す
時
に

「
名」
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
を
考
え
て
い
る 。
鈴
木
丹
士
郎
「
近
世
文
語
に

お
け
る
呼
応
現
象
の
く

ず
れ
と
変
容」
(
専
修
国
文
8 、
昭
必
・
9)
は 、
近

世
の
「
を
さ
を
さ」
「
か
な
ら
ず
し
も」
な
ど
本
来
呼
応
を
伴
な
う
語
の
用
法

を
調
べ
た
も
の
で
あ
る 。

ζ
れ
ま
で
あ
げ
て
き
た
多
く
の
論
考
は 、
語
(
あ
る
い
は
詩
集)
の
研
究
が

文
章・
文
法
の
研
究
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
も
の
や 、
資
料
の
性
格
を
考
え
る

た
め
に
語
(
語
業)
の
面
か
ら
考
え
た
り
し
て
い
る
も
の
で
あ
る 。
あ
る
意
味

で
は 、
ほ
と
ん
ど
の
国
語
学
的
研
究
が
語
(
語
業)
の
研
究
か
ら
出
発
す
る
と

も
考
え
ら
れ 、
そ
の
よ
う
に
基
礎
と
な
る
は
ず
の
語
(
語
業)
の
研
究
が
不
十

分
で
あ
る
た
め
に 、
だ
れ
も
が
ζ
の
問
題
を
扱
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る 。

そ
れ
だ
け
に 、
語
(
語
集)
の
取
扱
い 、
そ
の
研
究
結
果
の
適
用
の
方
法
に
は

慎
重
で
あ
る
乙
と
が
望
ま
れ
る 。
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IV 

文
学
が
文
章
表
現
に
よ
る
も
の
で
あ
る
以
上 、
文
学
研
究
に
は
用
語
の
研
究

が
必
要
で
あ
る。
乙
乙
に
国
語
学
と
国
文
学
と
の
関
わ
り
が
で
て
く
る。
文
学

作
品
の
あ
る
語
の
意
味
・

用
法
を
考
え
た
り 、
作
品
全
体
を
考
え
る
た
め
に
そ

の
語
設
の
性
格
を
考
え
た
り
す
る一
論
文
は
依
然
と
し
て
か
な
り
の
数
に
達
す

る。「
国
文
学
解
釈と教材の
研
究」
(
日
・
3 、
昭
総
・
2)
は
「
万
葉
の
ζ
乙
ろ
と

ζ
と
ば」
の
特
集
で
あ
る。
実
は
「
と」
で
並
列
す
る
の
は
疑
問
で 、

グ
心H

に
中
心
が
あ
っ

て 、
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
の

ぷ一言
葉d
と
い
う
意
識
が
強
い

よ
う
に
息
わ
れ
る。
し
か
し
グ

言
葉d
の
実
質
を
心
と
対
等
に
持
っ

て
ゆ
く
の

は
我
々
の
責
務
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い 。
津
之
地
直一
「『
あ
ま
た』
と

『
ま
ね
く』
に
つ
い
て」
(
愛知
大
学
国
文
学
口 、
昭
川町
・
3)
は 、
「
数
多」
に
ア

マ
タ
と
読
む
べ
き
も
の
と
マ、不
ク
と
読一
む
べ
き
も
の
の
あ
る
乙
と
を
証
し
た
も

の
で
あ
る。
三
田
村
紀
子
「
無
相
の
語」
(奈
良女子大
学
研
究
年
報
M 、
昭MW
・

3)
は
モ
ト

ナ 、
ユ
メ
な
ど
を
研
究
し
た
も
の 、
本
田
義
寿
「『
母
登
都
流
芸』

小
考」
(明
石短
期大
学
研
究
紀
要
2 、
昭
M切 、
叩)
は
「
都
流
芸」
を
ツ
ル
ク
の

連
用
形
と
す
る
も
の
で
あ
る。
毛
利
正
守
「『
字
都
志
意
美』
考」
(
万
葉
礼 、

昭
6
・

m)
は
「
現
し
臣
(
現
実
の
臣
下)」
と
解
す
る。
同
氏
に
は
「
古
事

記
K
於
け
る
用
字
法
を
め
ぐ
っ

て
||『
遊』
と
『坐』
を
中心
に|『」
(勢
腸
論
叢

2 、
昭
弘
・
7)
も
あ
る。
上
代
で
は 、
並
木
宏
衛
「『
し
こ』
の
系
譜
|l鴎

の御
楯|i」
(
国
学
院
雑
誌口
・7、

昭
必
・
7) 、
肥
田
野昌
之
「
玉医
か
が

や
く

考1lhZ
と
枕
詞

||」
(
都
大
論
究
9、
昭
総
・1) 、

吉
永
町笠
「
海
原
は

鴎
立
ち
立
つ
||
うる
は
し
と-つつ
くし
ll」

(
関
西
大
国
文
学
路 、
周
目叩
・
7) 、

佐

藤
文
義
「『
芦
が
散
る
難
波』
考」
(
美
夫
君士山
H 、
昭
必
・

ロ) 、
岩
松
空一

「『
稲
つ
け
ば
可
加
流
あ
が
手』
考」
(
美
夫
君士山
U 、
昭
日目
・

ロ) 、
松
田
修

「
み
み
ら
く

考」
(万
葉旬、
昭
必
・
1) 、
市
村
宏
「
か
ぎ
ろ
ひ
考」
(古代

文
学
印 、
昭
江町
・

ロ)
な
ど 、
歌
の
中
の
語
を
め
ぐ
っ

て
論
じ
た
も
の
が
多
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古
代
文
学
の
動
植
物
を
取
上
げ
た
も
の
に 、
久
徳一
角
文
「
あ
や
め
ぐ
さ
考

|
万
葉
集・
勅撰
集に
お
ける
ll」

(
金
城
国
文
郎
・
1 、
昭
必
・
6) 、
川
口
常
孝

「
人
麿
の
方
法||
動・
植
物
語
を
中心
に
||」

(
上
代
文
学
幻 、
昭Mw
-

U) 、堺

信
子
「
上
代
文
学
の
鶴」
(学
習
院大
学
国
語
国
文
学
会
誌
日 、
昭
日目
・
3) 、
浮

田
章一
「
古
今
和
歌
集
の
『
い
な
お
ほ
せ
ど
り』
に
つ
い
て」
(
大
要
国
文
1 、

昭
必
・
3) 、
柏岡
田
光
枝
「
和
歌
文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
『
鹿』
||八

代
集を
中心
と

して
li」

(
国
文
目
白
9、
昭
必
・
1) 、

藤
本
勝
義
「
六
条
院
四
季
の
町
の
植

物
設
定
を
め
ぐ
っ

て
ll
玉
置置
物
語の
構想に
関す
る一
私
見l|」
(
文
学
・

語
学日、

昭
必
・
9)
な
ど
が
あ
る。
ほ
か
に 、
松
原
博一
「
万
葉
歌
人
の
季
節

成T|人

麻
呂
非
略
体
歌の
霞
・察
・雲を中心
に
||」

(
上
代
文
学
部 、
昭
必
・
5) 、
鹿
内
和

子
「
和
歌
に
お
け
る夢
に
つ
い
て||万
葉
集t八代
集
||」

(
女
子
大
国
文回、

昭
必
-

m)
も
同
様
な
研
究
方
法
に
立
つ
も
の
で
あ
る。

心
情
表
現
を
取
上
げ
た
も
の
に 、
蜂
矢
宣
朗
「
相
聞
の
愛
情
語」
(
国
文学
解

釈
と
鑑
賞
お
・

口 、
昭
組問
-

m) 、
三
塚
寅
「
万
葉
集
に
お
け
る
心
情
描
写

|l『た
ゆた
ふ』
の場合|」
(
文
芸
研
究
町、
昭
必-
m)
が
あ
る。
ま
た 、
小

島
憲
之
「
万
葉
語
の
表
現ーーその
あと
とさき
と|!」
(
文
学
泊
・
2 、
昭
必
・

2)
は
漢
語
圏
に
基
盤
を
持
つ
万
葉
語
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る。

乙
れ
ら
の
多
数
の
研
究
は 、
文
学
作
品
の
研
究
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
も 、
語
奨
研
究
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
と
は
当
然
で
あ
る。
し
か
し 、

詩
集
(
語
業
史)
研
究
で
ど
う
い
う
体
系
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
る
か
に
つ
い

て
は
考
慮
の
必
要
が
あ
る。
た
だ
ζ
れ
ら
の
研
究
の
細
か
さ
と
繁
雑
さ
に
と
ま
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ど
う
ζ
と
は
あ
る
に
し
て
も 、
後
の
時
代
の
作
品
に
も
こ
れ
だ
け
の
も
の
が
あ

れ
ば 、
語
梁
研
究
に
際
し
て
相
当
助
か
る
ζ
と
は
確
か
で
あ
る。

中
古
の
作
品
で
は 、
鎚
言
葉
の
研
究
が
多
い 。
伊
原
昭
「『
は
な
や
か』
考」

(
語
文
泊 、
昭
6
・
5) 、
松
村
誠一
「『
ら
う
た
し』

追
考」
(
成
暖
国
文
3、

昭
必
・
3) 、
神
保
広
至
「『
は
か
な
し』
考」
(
前橋
女
子
高
紀
要 、
昭
必
・
1) 、

梅
野
き
み
子
「『
す
ご
し』
考
11平
安
朝の
用例
をめ
ぐっ
て
||」
(
平
安
文
学
研
究

必 、
昭
必
・
6)
な
ど
が
あ
る。
ま
た 、
小
松
光
三
「
伊
勢
物
語
の
地
名」

(
王
朝
4 、
昭
必
・
8)
は
成
立
と
構
成
を
地
名
か
ら
考
え
た
も
の
で
あ
り 、

江
口
正
弘
「
竹
取
物
語
『
具
し
て
ゐ
て
お
は
せ
ね』
考」
(
熊
本
短
大
論
集
ω 、

昭
必
・
6)
は
語
の
切
り
方
と
解
釈
を
考
え
た
も
の
で
あ
る。

ζ
の
ほ
か 、
文
学
作
品
ご
と
に
鍵
言
葉
の
研
究
を
し
た
も
の
が
多
い 。
甲
斐

好
枝
「
和
泉
式
部
像
試
論
|l『は
か
な
し』
『つ
れづ
れ』
か
ら
見た
||」
(
高
知
大

国
文
2 、
昭
必
・
8) 、

大
矢
は
る
恵
「
道
綱
母
の
心
情
に
関
す
る一
試
論
11

形

容飼主番号室から|」
岳山町
禁姦
国
文部、
Z
・
2)
も
そう

で
あ
る。
「
源
氏
物
語」
の
「
あ
は
れ」
に
つ
い
て
も 、
重
松
信
弘
「
源
氏
物

語
の
『
あ
は
れ』
と
『
物
の
あ
は
れ』」
(
国
文
学
研
究
6、
昭
必
・

日) 、
進

藤
義
治
「
源
氏
物
語
散
文
中
の
名
詞
『
あ
は
れ』
に
つ
い
て」
(
名古
屋
大
学
国
語

国
文
学
幻 、
昭
必
・

2) 、
「
源
氏
物
語
の
用
語
『
あ
は
れ』
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ」
(
名古
屋
大
学
国
語
国
文
学
路 、
昭
組問
・
7)
が
あ
る。
な
お 、
進
藤
義
治
に

は
「
六
歌
集
歌
に
お
け
る
名
詞
『
あ
は
れ』
頻
用
に
関
す
る
考
察

'ーその
ニ」

(
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
部 、
昭
必
・
7)
が
あ
る。
ま
た 、
吉
永
亜
美
「
平

家
物
語
の
『
あ
は
れ』
l!王
朝
物
語の
継
承
と
展
開
||」

(
女
子
大
国
文
訂 、
昭
必・

5)
も
あ
る。
「
源
氏
物
語」
で
は 、
高
橋
和
子
「
源
氏
物
語
の
研
究
||

摘
写
語

か
ら
みた
女
性
像
lt」
(
学習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
H 、
昭
MW
・
3) 、
西
川
良

一
「
源
氏
物
語
『
少
女
巻』
の
『
や
ま
と
だ
ま
し
ひ』
に
つ
い
て」
(
滋
賀
大

国
文
8 、
昭
mw
-

U) 、
増
淵
恒
吉
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
『
ま
ぎ
れ』
考」

(
専
修
国
文
8 、
昭
6
・
9) 、

東
辻
保
和
「
源
氏
物
語
の
語
紫
l!と
とど
と
し・

もの
もの
し
||」

(
解
釈
日
・
1 、
昭
何回
・
1) 、

渡
辺
仁
作
「
源
氏
物
語
語
集
覚

書
伺
伺」
(
解
釈
ロ
・
5
1

げ
-

m 、
昭
必
・
51m) 、
佐
藤
節
子
「
字
治
十
帖

に
お
け
る
『
は
か
な
し』
の
展
開」
(
山形
大
国
語
研
究
幻 、
昭
必
・
8) 、

野
島

代
志
子
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
『
ら
う
ら
う
じ』
に
つ
い
て」
(
高
知
女
子
大

国
文 、
昭
必
・
1) 、

秋
月
洋
子
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
形
容
詞
『
お
も
し
ろ

し』
に
つ
い
て」
(
高
知
女
子
大
国
文
7 、
昭
必
・1)

など、
ほ
か
の
語
に

つ
い
て
の
研
究
も
多
い 。
「
枕
草
子」
で
は 、
古
賀
光
恵
「
枕
草
子
に
現
わ
れ

た
美
的
理
念
と
し
て
の
『
を
か
し』」

(
実
践
文
学
的山 、
昭
必
・
6) 、
小
沢
昭

人一
「
枕
草
子
の
旧
注
に
お
け
る
『
を
か
し』
の
注
釈
に
つ
い
て」
(
中
世
文
芸

U 、
昭
江町
・
3)
な
ど
の
「
を
か
し」
の
論
文
の
ほ
か 、
東
辻
保
和
「『
枕
草

子』
の
語
業
か
ら
見
た
感
情
表
現」
(
文
法
31
4 、
昭
必
・
2) 、
原
田
芳
起

「『
枕
草
子』
と
平
安
時
代
の
語
奨」
(
文
法
3f
4 、
昭
必
・
2) 、
神
作
光一

「
枕
草
子
の
用
例
と
国
語
辞
典
||『た』
行の
『た』
の
用例
をめ
ぐっ
ての
小

考il」

(
言
語
と
文
芸
刊 、
昭
必
・
5) 、

林一
夫
「
枕
草
子
の
意
味
構
造」
(
人
文
研

究
包
・
2 、
昭
必
・
1)

が
あ
る。
と
の
ほ
か
の
作
品
に
も 、
内
田
成
子
「
大

鏡
の
叙
述
|
形
容詞・
形
容
動
詞
を
通し
て
|」
(

監獄
護人鮮
国
文
部 、

2・

7) 、
幸
野
誠
弘
「
堤
中
納
言
物
語
の
語
法
ω
||『ま
し』
とその
周辺||」
(
阿

南
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
6、
昭
必
・
3) 、
「
堤
中
納
言
物
語
の
語
法

ω
||『
附ゆ』
とその
周
辺
||」

(
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
7 、
昭

必
・
3) 、
蔭
木
英
雄
「 H
浅
猿
しd
の
太
平
記
世
界
||

作
者の
局
する
階層 、
思
想

より四部構成鋭に及ぶll」
(関西
大
国
文
学日旬、
昭
必
・
7)

が
あ
る。

乙
の
ほ
か 、
和
歌・
連
歌
な
ど
の
用
語
や
技
巧
を
調
べ
た
も
の
も
多
い 。
和
田

礼
子
「
大
伴
家
持
の一
研
究
||語-序詞・対句について
|」

(駄
が誠
九許可蝉
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国
文句、
昭
必
・
7) 、

真
下
和子
「
歌
枕表
現
の
変遷
に
つ
い
て」(羽衣
学図

短
大
紀
要
7 、
昭
必
・
1) 、

鈴
木
日
出
男
「
古
今
集
の
掛
詞
を
め
ぐ
っ

て」(
中

古
文
学8、
2・9)、
村
本
恒
子「金
葉集
の表
現
技
巧」(酢
dfd
禁九八鮮

国
文
昭 、
昭
必
・
1) 、

古
川
貫一
「『
見
ゆ』
止
め
の
類
型
歌
と
そ
の
展
開」

(松蔭女子大
学
文林
4、
昭
必
・
3) 、岸
本
良
子
「
和泉式部
の
歌
に
つ
い
て

||童話表現を中心に||」
(
学
大
国
文H、
昭組制
・
3) 、

小
町
谷
照
彦
「拾遺

集恋
歌
の表
現
構造」
(
国
語と
国
文
学U・4、
昭6
・4) 、及

川
敬一
「
実

朝
語
紫
考
il

実羽の
万葉
新
訓の
可能
性
||」

(
釧
路
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
4、

昭
必
・
6)、

両角倉一
「
新撰菟玖
波
集
の
連
歌
的表
現ll非歌詩的単跨とと

りなし付
||」

(国
語国
文
ω
-

m 、
昭
必
-

m) 、
野
村
和
世
「狂言
の留
め

に
用
い
る
『
も
の』
に
つ
い
て」
(
国
語
研
究
加 、
昭
江町
-

U)
な
ど 、
歌
謡

や
そ
の
ほ
か
の
語
誌
に
つ
い
て
の
研
究
が
あ
る 。

丸
山
嘉
信
「
意
味
論
よ
り
観
た
る
中
世
和
歌
の
用
語
理
論」
(
徳
島
大
学
教

養
部
紀
要
人
文
社
会
科学
6、
限
必
・
3) 、

片
山
亨
「
俊
成
の

M
艶H
に
つ
い
て

il
建
久
期の
用
例を
中心に
||」

(
甲
南
国
文
η 、
昭
必
・
2) 、

小
島
晶子
子
「
俊

成
の
『
さ
び』
の
意
味」
(
国
文
目
白
日 、
昭
必
・
3)
は 、
い
ず
れ
も
歌
論

の
用
語
の
研
究
で
あ
る 。

近
世
に
入っ
て
か
ら
で
は 、
蜂
谷
清
人
「『
横
た
ふ』
考」
(
文
法
2
・
5、

昭
必・3) 、
北
原
保雄
「芭蕉『
佐
渡
に
よ
乙
た
ふ』
の自
他|lいわゆる
破

格的語法の論理ll」
(
文
法
2・9、
昭
必
・
7)、

相
坂一
成
「ベ
に
た
け
考」

(
石川
県
高
校
国
語
研
究
5、
昭
必
・
2) 、
坂
下
英
子
「
椿
に
お
け
る
日
本
人
の

美
意
識
||江

戸
期とそ
れ
以
前につ
い
て
ll」

(金
沢
大
学
語
学
文
学
研
究
2 、
昭
必­

m) 、
伊
丹
昇
「
良
寛
の
枕
詞」
(
解
釈
ロ
・

口 、
昭
川町
・

日)
な
ど
が
自
に
と

ま
っ
た 。

な
お 、
注
釈
に
も
語
義
な
ど
を
詳
し
く

論
じ
た
も
の
が
あ
る 。
た
と
え
ば 、

山
田
巌
・

水
野
清
・

木
村
展
共
編
『
校注
平
中
物
語』
(
洛
文
社 、
昭
KM
・
5)

の
注
は
水
野
清
の
担
当
で
あ
る
が 、
「
す
さ
ぶ」
の
注 、
「
ζ
と
な
ら
ば」
の
注

な
ど
き
わ
め
て
詳
細
な
も
の
で
あ
る 。
乙
の
ほ
か
乙
の
よ
う
な
注
釈
の
類
は
多

い
が 、
と
乙
で
は
すべ
て
省
略
す
る
ζ
と
に
す
る 。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に 、
文
学
作
品
の
諮
設
の
研
究
で
は 、
上
代
の
語
義
の

研
究 、
中
古
の
鍵
言
葉
の
研
究
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
て 、
そ
の
ほ
か
の
も
の
は

比
較
的
少
な
い
よ
う
で
あ
る 。
ま
た 、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
方
法
が
か
な
り
異
な

っ
て
い
る
の
で 、
と
れ
を
積
み
重
ね
て
も 、
か
な
ら
ず
し
も
語
集
(
語
集
史)

の
研
究
に
役
立
つ
と
は
か
ぎ
ら
な
い 。
語
義
の
研
究
で
は
意
味
論
的
に
ど
う
位

置
づ
け
る
か
が
問
題
で
あ
り 、
鍵
言
葉
の
研
究
で
は
計
量
的
な
研
究
と
ど
う
関

連
さ
せ
て
ゆ
く
か
が
問
題
と
な
る 。
し
た
が
っ

て 、
と
れ
ら
の
研
究
を
語
奨

(
語
集
史)
の
研
究
に
参
照
す
る
に
は
慎
重
な
配
慮
を
要
す
る 。
今
後
の
問
題

と
し
て
い
え
ば 、
国
語
学
と
国
文
学
と
の
協
調
の
上
に
立っ
て
研
究
を
進
め
る

乙
と
が
期
待
さ
れ
る 。
さ
ら
に
い
え
ば 、
国
語
学
と
国
文
学
と
を
総
合
す
る
よ

う
な
研
究
者
の
出
現
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う 。
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今
度
の
展
望
に
際
し
て
四
百
余
の
論
文
に
白
を
通
し
た 。
そ
れ
で
も
な
お 、

あ
る
と
と
を
知
り
な
が
ら
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
り 、
見
落
し
た
も
の
も

多
い
に
違
い
な
い 。
ま
た
読
ん
で
も
十
分
理
解
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
多
い 。

ζ
れ
ら
の
こ
と
に
は
御
究
恕
を
願
う
次
第
で
あ
る 。
こ
こ
で
は
多
く
の
論
考
を

読
ん
で
の
感
想
を
述
べ
て
結
び
と
し
た
い 。

私
は
HU
年
に
も
本
誌
で
展
望
を
試
み
た
ζ
と
が
あ
る 。
そ
の
時
は
国
語
史

(
古
代)
と
い
う
乙
と
で 、
昭
和
四
・

ω
年
を
概
観
し
た
の
で
あ
る 。
そ
の
際

に
も
三
百
余
の
論
文
を
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
が 、
今
回
は
語
集
・

意
味
(
古



語集・意味 (国語史)

代)
と
い
う
だ
け
で
そ
れ
を
越
す
の
だ
か
ら 、
数
え
方
は
同
じ
で
な
い
に
し
て

も 、
論
文
の
数
が
非
常
に
増
え
て
い
る
乙
と
は
確
か
で
あ
ろ
う 。
い
わ
ゆ
る
情

報
過
多
の
時
代
と
も
い
え
よ
う 。
全
体
的
に
研
究
分
野
が
細
分
化
し

専
門
化
し

て
き
た
と
い
う
印
象
も
強
い 。
逆
に
考
え
れ
ば 、
今
後
は
そ
れ
ら
を
止
揚
し
た

形
で
の
も
っ
と
総
合
的
な
研
究
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。

特
に
語
梁
(
意
味)
の
分
野
と
い
う
乙
と
で
は 、
小
さ
な
個
々
の
事
実
に
と
ら

わ
れ
る
と
い
う
乙
と
で
は
な
く 、

語
実
総
体
を
体
系
と
し
て
考
え
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か 、
語
奨
の
体
系
と
は
何
か
と
い
う
議
論
が
も
っ
と
必
要
な
よ
う

に
恩
わ
れ
る。
類
似
の
分
野
・

問
題
を
取
扱
っ

て
い
て
も 、
研
究
方
法
が
ま
っ

た
く

異
な
る
た
め
に
か
み
あ
わ
な
い
と
い
う
乙
と
も
多
い 。
あ
る
程
度 、
共
通

の
基
盤
と
い
う
も
の
を
求
め
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば 、
協
同
研
究
と
い
う
乙

と
も
可
能
に
な
る
は
ず
で
あ
る。

前
回
に
く
ら
べ
て
感
ず
る
の
は 、
語
集
史
研
究
に
い
く
つ
か
の
方
向
が
示
さ

れ
た
と
い
う
と
と
で
あ
る。
そ
の一
つ
は
計
量
的
に
語
奨
量
や
基
本
語
紫
を
考

え
る
立
場
で
あ
る。
も
う一
つ
は
語
源
か
ら
考
え 、
諮
裂
を
比
較
し 、

語
史

(
語
誌)
研
究
を
行
な
う
ζ
と
に
よ
り
語
実
史
の一
部
ず
つ
を
埋
め
よ
う
と
す

る
立
場
で
あ
る。
さ
ら
に
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
の
性
格
を
考
え 、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

色
の
あ
る
語
繋
を
代
表
と
し
て
選
び
だ
し
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ

て 、
全
体
を

推
測
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る。

前
回
か
な
り
多
か
っ
た
訓
読
語
の
研
究
は
む
し
ろ
少
な
く
な
っ
た
よ
う
な
感

じ
さ
え
あ
る。
特
に
単
純
に
和
文
語
と
訓
読
語
と
を
対
比
す
る
と
い
っ
た
乙
と

で
は
な
く 、

訓
読
語
を
多
面
的
に
見
ょ
う
と
す
る
傾
向
が
で
て
き
た
ζ
と
は
注

目
さ
れ
る。
そ
の
意
味
で
は 、
訓
読
語
の
研
究
は
よ
り一
般
常
識
化
し
て 、
ほ

か
の
多
種
多
様
な
誇
紫
研
究
の
中
に
包
含
さ
れ
る
形
で
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
と
い
う
ζ
と
も
で
き
よ
う 。

次
に 、
前
回
遅
れ
て
い
る
と
し
た
漢
語
の
研
究
が
非
常
に
多
く
な
り 、
し
か

も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る。
漢
語
を
語
史
的
に
研
究
す
る
も
の

も
あ
り 、
あ
る
時
代
の
あ
る
資
料
の
漢
語
語
奨
に
着
目
し
た
も
の
も
あ
る。
特

に
近
代
日
本
語
の
成
立
に
関
与
し
た
漢
語
の
研
究
は
著
し
く
進
ん
で
い
る。
し

か
し 、
漢
詩
を
語
奨
体
系
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
る
か 、
漢
語
自
体
で
体
系
を

な
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は 、
も
っ
と
考
え
る
必
要
が

あ
ろ
う 。

も
の
た
り
な
か
っ
た
の
は 、
語
構
成
の
研
究
で
あ
る。
阪
倉
篤
義
の
著
書
以

来 、
か
な
り
の
時
が
流
れ
た
が 、
あ
の
著
書
を
基
礎
と
し
て
そ
れ
を
の
り
と
え

る
よ
う
な
研
究
の
期
待
さ
れ
る
時
で
あ
る。
ま
た 、
位
相
語
の
研
究
も一
部
に

偏
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
り 、
全
体
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い 。
諸問
史
研
究
・

語
誌
研
究
も
も
っ
と
多
く
の
研
究
が
出
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る。
乙
れ
は
国
語
辞
書
の
不
十
分
さ
を
補
う
だ
け
で
は
な
く 、
国
語

学
全
体
の
水
準
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。
時
代
的
に
は 、
中
世
以

降
の
研
究
が
少
な
い
よ
う
で
あ
る。

な
お 、
詩
集
研
究
か
ら
出
発
し
て 、
文
学
作
品
の
研
究
に
向
か
お
う
と
す
る

傾
向
は
依
然
と
し
て
強
い 。
特
に
最
近
で
は 、
計
量
的
な
研
究
と
鍵
言
葉
の
研

究
と
が
注
目
さ
れ
る。

(
付
記)

文
中、

す
べ
て
敬
称
を
省
い
た
。

ま
た
、

縦
舎
で
あ
る
が
、

巻
数

年
号
な
ど
を一
示
す
の
に
洋
数
字
を
使
う
と
と
に
し
た
。

見
易
さ
を
考
慮
し
た
た

め
で
あ
る
。

執
筆
依
頼
の

時
に
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ

た
大
学
紛
争
の
た
め
、

締
切
り
に
追
わ
れ
十
分
の
Am
裕
を
持
っ
て
展
望
す
る
乙
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

不
十
分
な
点
が
多
い
と
思
う
が
御
究
恕
を
願
う
。
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